




 

  いわゆる外科的に吻合不能な先天性胆道閉鎖症に対し肝門部空腸吻合術(葛

西)が用いられ,きわめて良好な成績がえられている。ところが,十分な胆汁排泄

を認め黄疽の消失した症例にしばしば上行性胆管炎が合併し,ときにはこれに

より不幸な転帰をとることが少なくない。先天性胆道閉鎖症治療の現段階では,

術後上行性胆管炎の防止あるいは早期発見がきわめて重大な意義をもつ。 


